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PRiME 2012 (PAC田 C RIM 乱但四割G ON 

ELECrROCHEl¥但CALANDSOLID-STATE SCIENCE) 

が、 2012年10月7日(日)"'12日(金)にハワイのホノ

ルルで開催されました。これは第222回米国電気化学会

大会と日本の電気化学会2012秋季大会を4年に一度、合

同で行うものです。今回も発表件数4，010件、総登録者数

4，111人と大盛況で、あったようです。ただ、今回から会場

がHawaiiConvention Centerと回]旬nHawaiianV迎ageの

2箇所に分けられ、両会場開にはパスもあり、また歩いて

も105士程度のE回世ですが、少々不便で、あったことは否め

ません。

学会の各部門が主催する、 58のシンポジウムが開催さ

れました。筆者らの関係する燃料電池に関連しては
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などが開催されましたが、別会場で行われるシンポジウ

ムもあり、 一部の発表は聴けませんでした。B9PEMFUel

Cell12は、固体高分子形燃料電池に関する12回目のシン

ポジウムです。B9では総数必8件(口頭339件、ポスター

1ω件)もの発表登録がなされ、件数が多いため、初日

(7日)午前から最終日 (12日)午前まで発表が続きま

した。8日のb戸lote田 ssion(剖牛)以外は、 5会場に別れ

てパラレルセッションで開催されました。空気極に関す

る触媒開発が多く 、主流は白金触媒です。内容は、白金

使用量の低減を目的として、白金合金系触媒と、安価な

粒子の表面を白金で被覆する、いわゆるコア ・シェノL何虫

媒に関する研究が多く行われていました。いずれの角的某

も、質量当たりの活性は白金単独よりも向上するのです

が、やはり耐久性が問題で、また、根本的に期重金属が

接触することになるので腐食しやすくなることは避けら

れず、その劣化の抑制が重要な開発ポイントとなってい

ます。更に、触媒担体の劣化も問題で、導電性酸化物を

用いた改良などが報告されていました。膜-電極接合体

も含めて、劣化と題した発表が50件近くありました。ア

ルカリ形燃料電池に関する発表も前回より増えており、

およそ印件ありました。

水電解に関する口頭発表は、酸素極を中心に15件あり

ました。22伊1ECSMa也事で、9件、 221銑 ECSMa也19の

10件と比較して、着実に増加しています。固体酸化物形

水電解に関する発表は、内2件ありました。ただ、 10日

にG2匂羽白.esisand Enginaring General Sessionの会場

で、Water目配位。，lysisとして4件の発表が行われた以外は、

会場が6会場にまたがりました。ドイツの反田CI噺究セ

ンターからは、風力一水電解(主に固体高分子形)で、水

素製造するべ~kolyser" 計画について発表がありました。 風

力とセットにすることを想定して、固体高分子形ならび

にアルカリ形水電解をスケールアッフ。した場合の試算を

していました。また、来年6月にドイツのフランクフル ト

にて開催予定の第3回エネルギープロセス国際会議

( www.lCEPE2013.∞m)の宣伝もしていました。これ

まで固体高分子形水電解の研究をしているノルウェー科

学技術大学からも発表があり フランスのモンペリエ大

学シャルル ・ジエラール研究所からはニッケル ・コバル

トベースのナノ粒子をアルカリ水電解用電和豆触媒として

検討する内容の発表がありました。

会場の一つHawaiiConvention Center 
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